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　横浜市立大学先端医科学研究センターは、2006
年に設置された大学直属の研究センターです。臨床
への橋渡し研究を推進すると共に、各解析センター
等の研究活動を基盤に、これまで文部科学省の「イ
ノベーションシステム整備事業」や、日本医療研究開
発機構（ＡＭＥＤ）の「難治性疾患克服実用化研究事
業」、「再生医療実現拠点ネットワークプログラム」
「ウィルス等感染症対策技術開発事業」等、数々の大
規模プロジェクトに参画する等、国内有数のライフサ
イエンス研究拠点として着実な成果を重ねてきてい
ます。８年前に公明党横浜市会議員団として視察し

　公明党横浜市会議員団にて、横浜市立大学福浦キャンパスを訪問。横浜市立大学が推進する研究内容及び
施設を視察しました。相原学長より、横浜市立大学が推進する研究と共に、がんや感染症分野での最近社会
実装につながった医学研究について説明があり、「先端医科学研究センターの再生医療研究」に関する説明、
「ＪＳＴ共創の場形成支援プログラム採択拠点事業」、「先端医科学研究センター新興感染症研究センター」の
見学も併せ、各センター長及び教授より説明を受けました。

最先端の研究成果の創出と社会への還元を目指して最先端の研究成果の創出と社会への還元を目指して

ら20代の若者が気軽に集まれるメタバースのプラッ
トフォームです。医師や心理系専門家もサポートする
中、デジタルメディスンとなるゲームや音楽などのコ
ンテンツや仲間とのコミュニケーションなど、心理特
性に合ったケアと快適な繋がりの提供が目指されま
す。MeeTeaを使用することで、若者が主体性、自尊
感情、つながる力などの自己特性を向上させ、たくま
しい心（心理的レジリエンス）の獲得が目指されま
す。若者の生きづらさを解消し、持続可能で高いウェ
ルビーイングを実現する社会を創造目指して開発が
進められています。大変大きな期待が寄せられます。

昨年度横浜市立大学が代表機関として採択された
産学官共創拠点の形成を目指す「ＪＳＴ共創の場形
成支援プログラム」において、推進している「若者の
生きづらさを解消し高いウェルビーイングを実現す
るメタケアシティ共創拠点」の研究では、幸福でない
と感じる日本の若者の現状から、生きづらさの要因
に対する個別アプローチからの脱却、レジリエンス
の獲得を目指します。“凹んでも、もどる心を”…　
若者の心の不調を早期発見し、心を上向かせるコン
テンツを提供する研究とシステム(MeeTea)の開発
が行われています。MeeTea（ミーター）は、10代か
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た、再生医療研究も、基礎研究が進展し臨床研究に
向けたトラスレーショナル・リサーチ(橋渡し研究）と
して推進。新興感染研究センターは、新型コロナウィ
ルス感染症のパンデミックにおける高精度な抗原検
出が可能な抗体の開発や中和抗体を測定する新し
い手法の開発、市民の抗体価に関する調査報告など
を全国に先駆けて実施した実績があります。今回は、
その施設も見学しました。
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境を作るべく、かねてより実情に合わせた費用助
成とするよう重ねて要望して参りました。

　国においては、出産費用（正常分娩）の保険適
用について、令和８年度を目途に導入を含め検討
することとしていますが、この調査により本市の
現状が明らかになったことを受け、国の動きに先
駆けて、速やかに本市独自の支援策について検討
して頂きたく、下記の通り要望致します。
１令和６年度予算において、出産費用について世
帯の所得に関わらず助成するなどの経済的負
担の軽減施策を実施すること。
２上記１の施策については、市内の公的病院の出
産費用にかかる基礎的費用を100％カバーす
るような制度とすること。
３助成制度の検討にあたっては、市民の申請の負
担を軽減するとともに、速やかな支給が可能
となるよう、一律の助成額とすること。
４国に対し、出産費用における保険適用の検討
にあたり、自己負担額は全額公費で賄うととも
に、公費負担については、国による財政負担を
前提に進めることを引き続き要望すること。

 

横浜市長へ要望書を提出　「出産育児一時金」

　公明党横浜市会議員団として、市長宛てに以下
の要望書を提出致しました。
　政府が昨年12月22日に発表した「こども大綱」
において、出産費用（正常分娩）の保険適用の導入
や安全・安心な無痛分娩の推進など出産に関する
支援等の更なる強化について検討を進めるとされ
ました。出産費用の負担軽減については、我が党
の要請により出産育児一時金の増額が段階的に
実現され、令和５年４月から50万円までに引き上
げられました。しかし、厚生労働省が発表している
集計結果においては、神奈川県は全国で２番目に
費用が高く、本市では50万円では賄えないという
状況が明らかになっています。
　先日発表された本市独自の出産費用調査では、
市内分娩取扱施設の基礎的費用の平均値は
548,224円、中央値は555,000円であり、本市で
は出産育児一時金を充当しても、費用負担が発生
している状況にあることが分かりました。また、世
帯の収入に関わらず、84.5％ものご家庭が経済的
負担を感じていることも明らかになりました。国
において子育て支援施策の拡充が進められていま
すが、我が党では出産費用の負担が大きい本市に
おいて、お子さんを望まれる全てのご家庭が躊躇
することなく、安心して子どもを産み育てられる環

消法ハンドブック）も配布されていました。
障害者差別解消法は、障害のある人への差別を
なくし、障害のある人もない人も、互いを尊重し
合いながら共に生きる社会を実現していくことを
目指してつくられました。共生社会を実現してい
くためには、障害のある人への差別となるのか、
どうすれば差別はなくなっていくのかという事に
ついて、一緒に考えていくことが大切です。

　横浜市「2024障害者20歳を祝うつどい」が障
害者スポーツ文化センター横浜ラポールにて開催
をされ参加をさせていただきました。20歳を迎
えた155人の門出を祝いました。（主催：横浜市／
横浜市障害者社会参加推進センター／横浜市心
身障害児者を守る会連盟主催）障害者の20歳を
祝うつどいは、成人年齢の引き下げ直前の2022
年1月までは「障害者の成人の日を祝うつどい」と
いう名で1973（昭和48）年から半世紀の歴史を
持つ成人式です。1993（平成5）年から横浜ラ
ポールで開かれています。
　障害者差別解消法が改正され、この４月から
は、合理的配慮の提供が、国や地方自治体だけで
はなく、民間事業者にも義務化されます。参加者
には、「こんなとき、どうしたら？」（障害者差別解
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